
� This�paper�will�examine�over�34�different�varieties�of�protective�covers�

used� by� the�Daisō� lending� library� throughout� the� nineteenth� century,�

categorizing� them�according� to�pattern.�When�cross-referenced�with� the�

publication�dates�of� the�book�on�which� they�appear,� these�covers�yield�a�

consistent�data�set�for�dating�the�acquisition�of�individual�books—something�

that�has�not�been�possible�previously�due�to� the�absence�of�detailed�house�

records.�

� The�Daisō�lending�library�operated�for�nearly�150�years�in�castle�town�of�

Nagoya�and�at� its�height�was�regarded�as�the� largest�commercial� lender� in�

all�of�Japan.�While� there�has�been�extensive�research�on�the�history�of� the�

firm,�as�well�as�a� full�bibliographic�survey�of� its�extant�books,� to�date�very�

little� is�known�about� its�day-to-day�operations,�given� the�dearth�of�house�

records�about� its�acquisition�and� lending�practices.�Accordingly,� this�paper�

will�seek�to�model�a�new�approach�for�dating�the�acquisition�of�Daisō�books,�

based�on�a�cross-referencing�of�cover�varieties�with�publication�data.�

� The�practice�of� fitting�heavily�circulating�gōkan�with�protective�covers�

appears� to�have�begun�at� the�Daisō�around�Bunka�8� (1811),�when�the� first�

proprietor,�Ōnoya�Sōhachi�I� (Tojirō)�passed�away�and�was�succeeded�by�his�

son�Seijirō.�This�practice�continued� for�at� least� fifty�years,�with�evidence�

of� newly� fitted� covers�dating� to�Bunkyū�1� (1861)� and� later.�The� covers�

themselves�appear�to�have�been�intended�to�minimize�wear�and�tear�on�the�
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lavishly� illustrated�gōkan,�whose�brilliant�nishiki-e�covers�were�an�object�of�

interest� for� lending� library�readers.�The�covers� featured�a�different�design�

each�year,�beginning�with�relatively�simple�brushstroke�designs�in�the�1810s�

and�1820s,� and�progressively�moving� to�more� complex�abstract� (stripes,�

lattices,�and�swastikas)�and�figural�patters�(seashells,�animals,�etc.).�

� This�paper�proposes� that� the�Daisō� alternated�varieties� of� protective�

covers� from�year�to�year�and� fitted�them�on�books�that�circulated�heavily�

soon�after�acquisition.�By�cross-referencing� the�annual�varieties�of�covers�

with�the�publication�dates�of� the�books�on�which�they�appear,� it� is�possible�

to�estimate�the�year�of�acquisition.�At�the�same�time,� this�material�enables�

us�to�create�windows�for�estimating�the�production�of�manuscript�books�and�

paratextual�materials�like�ads�for�Daisō�brand�medicines�and�cosmetics.

－�181�－



　
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
論
文
で
は
、
旧
大
惣
本
の
改
装
本
に
着
目
し
、
表
紙
が
改
装
さ
れ
た
合
巻
の
約
七
○
○
点
の
具
体
例
を
基
に
文
様
の
種
類
と
制
作

年
に
よ
っ
て
図
表
化
し
た
デ
ー
タ
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
大
惣
合
巻
の
仕
入
れ
実
態
の
一
端
を
明
か
し
つ
つ
、

大
惣
本
及
び
一
部
の
大
惣
資
料
の
年
代
推
定
に
は
、
改
装
表
紙
は
如
何
な
る
書
誌
学
的
価
値
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
一
考
察
を
試
み
る
。

　
　
　
　

①　

貸
本
屋
大
惣
の
背
景
・
先
行
研
究

　

大
野
屋
惣
八
（
通
称
大
惣
）
は
明
和
四
年
（
一
九
七
七
）
か
ら
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
か
け
て
約
一
三
〇
年
間
以
上
名
古
屋

の
長
島
町
五
丁
目
を
本
拠
地
と
し
て
営
業
す
る
貸
本
屋
で
あ
る
。
同
じ
名
古
屋
城
下
の
書
物
市
場
に
お
い
て
永
楽
屋
東
四
郎
、
風
月
堂

孫
助
、
松
屋
善
兵
衛
な
ど
、
数
多
く
の
出
版
書
肆
、
古
本
屋
、
貸
本
屋
が
集
ま
る
中
で
、
大
惣
の
厖
大
か
つ
独
特
な
蔵
書
が
店
の
売
り

と
な
っ
た
。
儒
教
と
仏
教
の
古
典
籍
、
史
書
、
医
学
書
、
絵
本
図
解
、
草
双
紙
、
評
判
記
、
献
立
書
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
近
世
学
問

と
諸
般
の
知
識
を
広
く
包
括
す
る
、
大
規
模
な
文
庫
で
あ
っ
た
。
他
の
貸
本
屋
と
違
っ
て
得
意
先
廻
り
を
せ
ず
、「
家
の
掟
と
し
て
買

ふ
こ
と
あ
る
も
決
し
て
売
ら
ぬ
」
と
い
う
、
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
規
則
を
守
る
為
、
年
々
に
部
数
が
増
加
し
、
果
た
し
て
閉
業
時
に

至
っ
て
は
そ
の
蔵
書
が
土
蔵
三
棟
分
を
満
た
し
、
二
一
四
〇
一
冊
（
一
六
七
三
四
部
数
）
に
及
ん
だ
。
そ
の
中
、
草
双
紙
の
部
数
が
七

貸
本
屋
大
惣
の
改
装
表
紙
か
ら
見
る
文
化
・
文
政
・
天
保
期
間
の
合
巻
の
仕
入
れ
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二
九
七
部
と
な
り
、蔵
書
の
約
四
三
・
六
％
を
占
め
た
。
特
に
合
巻
の
数
が
多
く
、『
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

閉
店
時
に
種
本
を
含
め
て
六
千
部
近
く
所
蔵
し
て
い
た
。① 

　

合
巻
の
よ
う
な
大
衆
文
学
を
始
め
、
大
惣
本
の
魅
力
は
様
々
な
読
者
層
に
広
ま
っ
た
。
大
惣
の
営
業
期
間
中
、
尾
張
藩
の
人
口
増
加

と
天
保
改
革
の
影
響
で
寺
子
屋
の
数
が
劇
的
に
増
大
し
た
結
果
と
し
て
、
読
者
も
何
倍
に
も
増
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
旧
大
惣
本
の

見
返
し
に
お
い
て
は
大
惣
銘
柄
の
薬
品
や
化
粧
品
の
引
き
札
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
文
化
文
政
期
か
ら
女
性
読
者
が
多
く
な
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
文
化
初
期
か
ら
曲
亭
馬
琴
、
十
返
舎
一
九
、
式
亭
三
馬
の
よ
う
な
江
戸
文
豪
が
相
次
い
で
訪
問
す
る
頃
よ
り
、
大
惣
の

知
名
度
が
更
に
高
く
な
り
、
東
海
地
方
よ
り
広
い
地
域
で
日
本
随
一
の
貸
本
屋
と
し
て
謳
わ
れ
始
め
た
。

　

貸
本
屋
大
惣
の
営
業
史
と
そ
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
の
研
究
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
全
盛
を
極
め
た
時
期
が
あ
り
、
売
却
用
に
作
成
さ
れ

た
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
「
大
野
屋
惣
兵
衛
蔵
書
目
録
」
を
基
に
、全
国
各
地
に
四
散
し
た
大
惣
旧
蔵
書
を
目
録
化
し
た
、柴
田
光
彦
『
大

惣
蔵
書
目
録
と
研
究 : 

貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
』（
昭
和
五
八
年
）
は
重
要
な
基
礎
文
献
と
な
る
。
水
谷
不
倒
の
『
古
書
の

研
究
』（
昭
和
九
年
）
は
早
く
か
ら
大
惣
本
の
売
却
の
経
緯
を
考
察
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
広
庭
基
介
「
京
都

大
学
大
惣
本
の
購
入
事
情
」（『
大
学
図
書
館
研
究
』
二
十
四
号
、
昭
和
五
七
年
）
と
西
澤
敏
明
「
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
所
蔵
の
大

惣
本
に
つ
い
て
」（『
郷
土
文
化
』
六
十
二
巻
一
号　

平
成
十
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
大
惣
の
営
業
史
に
つ
い
て
は
、
大
惣
主
人
の
子
孫

で
あ
る
江
口
元
三
（「
貸
本
屋
大
惣
の
今
昔
」『
郷
土
文
化
』
八
巻
一
〜
二
号　

昭
和
二
八
年
、「
我
が
家
の
歴
史
」
の
原
稿
、
昭
和
五

七
年
刊
）
な
ど
を
始
め
と
し
て
、
安
藤
直
太
朗
『
貸
本
屋
大
惣
の
研
究
』（
昭
和
四
八
年
）、
朝
倉
治
彦
『
貸
本
屋
大
惣
』（
昭
和
五
に

年
）、
長
友
千
代
治
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
昭
和
五
七
年
）、『
近
世
の
読
書
』（
昭
和
六
二
年
）、
及
び
「
貸
本
文
化
」
増
刊
号＜

特

集
・
貸
本
屋
大
惣＞

（
昭
和
五
七
年
）
が
そ
の
主
な
先
行
研
究
と
な
る
。
な
お
、
英
語
圏
で
は
、
上
記
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
マ
ー

カ
ー
ス
（〝T

he D
aisō Lending Library of N

agoya, 1767-1899

〞 Gest Library Journal, V
ol. 3, N

o.1 (1989)

）
と
コ
ー
ニ
ツ
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キ
ー（〝T

he Publisher

’s Go-Betw
een K

ashihon

’ya in the M
eiji Period

〞 M
odern A

sian Studies, V
ol. 14, N

o.2 (1980)

）

の
論
文
も
詳
し
い
。
付
け
加
え
て
、
日
本
語
で
拙
稿
の
「
平
出
順
益
の
『
代
睡
漫
抄
』
か
ら
窺
え
る
大
惣
本
の
貸
出
と
享
受
」(2015)

、

「
大
惣
本
の
落
書
」(2013)

な
ど
、英
語
で（〝A

n Exam
ination of D

aisō Book Refurbishm
ent Practices

〞(2016)

）と（〝N
agoya 

Gesaku and the D
aisō Lending Library

〞(2017)

）
の
論
文
も
あ
る
。

　
　
　
　

②　

大
惣
の
蔵
書
目
録
、
営
業
文
書

　

以
上
、
貸
本
屋
大
惣
の
営
業
史
と
そ
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
な
る
。
次
に
江
口
家
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
文
献
を
上
げ
れ

ば
、近
世
後
期
に
正
稿
し
た
蔵
書
目
録
二
部
と
記
録
類
、書
簡
な
ど
様
々
な
資
料
が
遺
る
。長
友
千
代
治
（
一
九
八
二
）
の
一
覧
表
に
従
っ

て
整
理
す
る
と
、
重
要
な
大
惣
資
料
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

①　

旧
大
惣
本

　
　

②　
『
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
』（
明
治
三
十
二
年
成
稿
）

　
　

③　
『
胡
月
堂
蔵
書
目
』（
嘉
永
五
年
成
稿
）

　
　

④　
『
古
今
蔵
書
目
録
（
残
本
ノ
部
）』（
大
正
六
年
成
稿
）

　
　

⑤　

 

そ
の
他
の
記
録
類　
　

大
惣
家
屋
図
、
過
去
帳
（
一
冊
）、
係
図
（
四
部
）、
年
代
表
（
一
部
）、「
我
が
家
の
歴
史
」（
一
部
）、

江
口
元
三
の
ノ
ー
ト
（
八
冊
）、
ス
ラ
ッ
プ
帳
（
一
冊
）、
大
正
・
昭
和
期
の
書
簡

　
　

⑥　

印
記
（
三
十
一
顆
）

　
　

⑦　

江
口
家
の
墓
石
（
名
古
屋
千
種
区
・
法
応
寺
） 
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中
で
大
惣
の
蔵
書
構
成
を
検
討
す
る
に
②
の
『
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
録
』
と
③
の
『
胡
月
堂
蔵
書
目
』
が
最
も
有
力

な
材
料
と
な
る
。『
胡
月
堂
蔵
書
目
』
は
『
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
』
の
完
成
よ
り
四
七
年
ほ
ど
前
に
遡
っ
て
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
に
尾
張
藩
士
の
細
野
要
斎 (

一
八
一
一
〜
一
八
七
八) 

に
よ
っ
て
作
成
し
た
目
録
で
あ
る
。
前
者
と
比
較
し
て
大
き
な
違

い
と
い
う
の
は
、
ま
ず
書
物
の
体
裁
（
大
本
、
中
本
、
小
本
な
ど
）
を
問
わ
ず
に
部
類
す
る
こ
と
と
、
部
類
項
目
は
そ
れ
ほ
ど
細
分
化

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
体
的
内
容
に
関
し
て
は
、
合
計
三
三
六
九
点
の
蔵
書
が
大
き
く
十
二
項
目
に
部
類
さ
れ
、
さ
ら

に
故
実
、
有
識
、
農
業
な
ど
の
も
っ
と
細
か
い
小
項
目
一
四
七
点
に
分
か
れ
る
体
型
を
取
る
。
た
だ
し
、
第
一
巻
し
か
現
存
し
な
い
も

の
と
し
て
、
そ
れ
に
地
理
、
宝
貨
、
技
芸
、
佛
書
、
児
弄
鄙
事
に
属
す
る
蔵
書
は
全
て
記
入
漏
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
胡
月

堂
蔵
書
目
』
は
不
完
全
な
い
し
未
完
成
の
資
料
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
の
蔵
書
目
録
と
の
比
較
対
照
を
踏
ま
え

て
一
部
の
蔵
書
が
一
八
五
二
年
と
一
八
九
九
年
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
増
加
し
、
多
様
化
し
た
か
の
推
定
が
可
能
に
な
り
う
る
。
た
だ
し
、

文
学
史
面
に
お
い
て
は
惜
し
く
も
当
時
の
大
衆
文
学
（
児
弄
鄙
事
に
属
す
る
戯
作
な
ど
）
の
蔵
書
構
成
を
明
か
す
記
録
が
な
い
の
で
、

合
巻
を
含
め
て
草
双
紙
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
閉
業
時
に
蔵
書
の
売
却
用
に
作
成
さ
れ
た
『
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
』
で
は
七
千
部
以
上
に
及
ぶ
草
双
紙

の
蔵
書
が
細
か
く
体
裁
と
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
部
類
さ
れ
る
の
で
、
も
っ
と
有
力
な
材
料
と
な
る
。
そ
の
大
半
数
を
占
め
た
合
巻
の
場

合
は
、
体
型
面
に
お
い
て
一
冊
も
の
の
草
双
紙
、
判
紙
形
草
双
紙
、
中
形
草
双
紙
と
い
う
三
つ
の
項
目
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を

示
す
イ
ロ
ハ
記
号
を
三
種
類
（
ぬ
、
の
、
る
）
用
い
る
。
因
に
多
く
の
現
存
本
で
は
、
未
だ
に
函
架
番
号
に
冠
し
て
「
ぬ
」「
の
」「
る
」

を
記
し
た
紙
片
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
根
本
史
料
を
基
に
家
族
の
歴
史
や
閉
店
前
後
の
営
業
と
蔵
書
売
却
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
近
世
中
期
・
後
期
を
通
じ
て

の
日
常
的
営
業
実
態
の
詳
し
い
と
こ
ろ
ま
で
迫
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
何
故
な
ら
ば
当
時
の
営
業
文
書
が
殆
ど
遺
さ
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れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
貸
本
屋
で
は
貸
出
台
帳
や
見
料
帳
の
形
で
簿
記
を
つ
け
る
こ
と
が
一
般
慣
行
と
な
っ
て
い
た
が
、

大
惣
の
場
合
は
惜
し
く
も
こ
の
類
い
の
資
料
が
形
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
店
主
の
子
孫
、
江
口
元
三
が
昭
和
初
期
に
著
し
た
ノ
ー

ト
（
小
田
原
私
立
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
一
時
期
に
見
料
帳
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
未
だ
に
本
資
料
が
発
見
さ
れ
ず
、

現
時
点
で
は
そ
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　

③　

大
惣
本
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト

　

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
近
世
中
期
・
後
期
に
お
け
る
、
大
惣
の
蔵
書
仕
入
れ
、
仕
立
て
、
貸
出
、
貯
蔵
、
修
復
な
ど
を
巡
る
営
業
慣

行
の
再
構
築
を
目
指
し
て
、
旧
大
惣
本
そ
の
も
の
に
残
る
資
料
を
調
査
す
る
現
状
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
と
呼
ぶ
べ
き
資

料
と
し
て
、
以
下
の
八
種
類
に
な
る
。

　
　

①　

大
惣
本
の
題
簽

　
　

②　

表
紙
の
紙
片
（
請
求
番
号
、
イ
ロ
ハ
、
干
支
記
事
な
ど
が
記
入
し
た
資
料
）

　
　

③　

印
記
（
種
類
と
蔵
書
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
の
詳
細
デ
ー
タ
）

　
　

④　

大
惣
の
改
装
表
紙

　
　

⑤　

売
掛
帳
の
反
故
（
裏
表
紙
の
芯
紙
と
し
て
残
る
）

　
　

⑥　

店
主
惣
八
に
よ
る
遊
紙
の
書
き
込
み

　
　

⑦　

読
者
に
よ
る
書
き
込
み
、
落
書

　
　

⑧　

大
惣
銘
柄
の
薬
品
や
化
粧
品
の
広
告 
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中
で
③
の
印
記
と
⑧
の
薬
品
広
告
は
朝
倉
、
柴
田
、
長
友
な
ど
の
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
⑦
の
読
者
に
よ
る
落
書
に
つ

い
て
は
長
友
千
代
治
の
「
東
京
大
学
の
大
惣
本
に
つ
い
て
」(

昭
和
五
七)

と
ミ
ギ
ー
の
「
大
惣
本
の
落
書
」(

二
○
一
三)

が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
資
料
は
①
、
②
、
④
、
⑤
、
⑥
と
な
る
が
、
本
論
文
で
は
紙
幅
の
関
係
で
④
の
大
惣
の

改
装
表
紙
の
み
に
諸
点
を
当
て
、
そ
の
書
誌
学
的
価
値
に
つ
い
て
一
考
察
を
試
み
る
。

　
　
　
　

④　

大
惣
合
巻
の
改
装
本
を
巡
る
諸
問
題
点

　
『
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
録
』
を
参
考
に
し
て
大
野
屋
惣
八
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）

に
か
け
て
千
三
百
五
十
七
作
の
合
巻
を
仕
入
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
種
本
を
含
め
て
そ
の
部
数
が
六
千
部
近
く
に
及
び
、 

全
体
的
に
蔵

書
の
二
十
二•

四
％
を
占
め
る
ほ
ど
大
き
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
見
料
を
定
め
て
以
来
、
合
巻
は

十
日
間
、
十
冊
単
位
で
約
六
〜
八
分
に
設
定
し
た
が
、
そ
の
前
か
ら
も
比
較
的
に
廉
価
な
見
料
で
貸
し
出
す
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

部
数
が
多
く
て
流
通
が
活
気
だ
っ
た
商
品
と
し
て
は
特
別
な
管
理
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
旦
仕
入
れ
た
合
巻
を
複
数
冊
合
綴

し
、
内
部
の
表
紙
に
新
し
い
外
部
の
表
紙
を
仕
立
て
た
上
、
大
惣
自
作
の
題
簽
と
函
架
番
号
の
紙
片
を
貼
っ
た
（
図
①
参
照
）。
現
存

す
る
改
装
本
の
物
質
的
諸
相
を
基
に
し
て
仕
立
て
の
順
序
は
次
の
よ
う
に
行
っ
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
　
　

合
綴 

▼ 

表
紙
の
改
装 

▼ 

題
簽
と
函
架
番
号
の
貼
着 

▼ 
所
蔵
印
を
押
印

　

草
双
紙
の
様
々
な
部
類
の
中
で
、
合
巻
だ
け
が
こ
の
よ
う
に
改
装
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
相
対
し
て
見
料
が
十
冊
単
位
で
五
分
ほ

ど
だ
っ
た
黄
表
紙
と
比
べ
る
と
、
と
て
も
管
理
が
手
抜
き
で
、
た
い
て
い
函
架
番
号
や
所
蔵
印
の
印
記
す
ら
な
い
ま
ま
で
流
布
さ
れ
た
。
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そ
の
現
存
本
で
は
貸
本
と
し
て
の
変
装
を
明
か
す
特
徴
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
状
態
と
な
る
。
概
し
て
大
惣
の
青
本
、
黒
本
も
同
様
で
あ

る
。
一
方
、
高
額
で
巻
数
が
多
い
江
戸
読
本
に
関
し
て
は
、
蔵
書
管
理
を
徹
底
し
て
小
忠
実
に
見
返
し
に
沢
山
の
丸
に
囲
ま
れ
た
数
字

の
印
記
を
押
し
、
小
口
に
題
名
、
種
本
の
部
数
を
示
す
た
め
の
赤
い
縦
縞
を
書
か
れ
た
。
こ
れ
は
全
編
の
揃
い
を
確
認
す
る
た
め
の
業

務
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
合
巻
は
同
じ
草
双
紙
の
中
で
も
特
別
に
丁
寧
な
管
理
を
受
け
、
ま
た
同
じ
長
編
小
説
で
あ
る
江
戸
読
本
と

比
し
て
も
表
紙
改
装
を
始
め
、
独
特
な
方
式
で
仕
立
て
ら
れ
た
。

図①　 式亭小三馬作『江戸紫手染色揚』（天保八

年刊）の改装本。左上に大惣自作の題簽、

左中に函架番号（る八百七十三）の紙片

がある。木目模様の表紙は同じ天保八年

（一八三七）に刊行した大惣合巻に見られ

る。国立国会図書館所蔵
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こ
れ
ま
で
旧
大
惣
本
の
合
巻
を
調
査
す
る
過
程
で
総
合
的
に
七
八
三
部
の
改
装
本
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
外
部
表
紙
を
五
十
一
種
類
特

定
し
た
。
大
き
さ
は
通
常
、
美
濃
紙
半
裁
二
つ
折
り
の
中
本
を
三
方
折
り
込
み
に
覆
う
ぐ
ら
い
の
寸
法
と
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
裏
張

り
に
反
故
紙
ま
た
は
漉
き
返
し
た
紙
料
を
用
い
る
こ
と
か
ら
内
部
の
表
紙
よ
り
二
〜
三
倍
ほ
ど
分
厚
く
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
の

文
様
は
多
岐
に
渡
り
、
柿
渋
を
さ
っ
と
塗
っ
た
よ
う
な
刷
毛
目
を
始
め
、
縞
模
様
、
格
子
模
様
、
卍
繋
等
の
象
徴
的
文
様
か
ら
貝
類
、

手
鞠
、
動
物
等
の
形
象
的
装
飾
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
。
他
の
貸
本
屋
で
流
通
し
た
合
巻
と
比
較
対
照
し
て
特
に
絵
柄
が
付
い
て
い
る
表

紙
は
大
惣
合
巻
な
ら
で
は
独
特
の
材
料
と
い
え
よ
う
。

　

合
巻
の
煌
び
や
か
な
錦
絵
摺
付
表
紙
を
保
護
す
る
た
め
に
仕
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
を
飾
る
た
め
、
大
惣
本
と
し
て
特

定
す
る
た
め
に
も
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
書
物
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
土
蔵
に
お
い
て
は
収
納
・
保
管
の
便
宜
と
し

て
も
役
に
立
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
全
部
の
大
惣
合
巻
が
改
装
本
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
時
点

で
調
査
し
た
千
四
百
二
十
六
部
の
旧
大
惣
本
の
合
巻
の
中
で
、
合
綴
本
が
多
い
も
の
の
、
た
っ
た
七
八
三
部
が
改
装
本
と
な
る
。
大

惣
蔵
書
の
売
却
後
、
所
蔵
図
書
館
に
よ
っ
て
再
び
の
改
装
に
際
し
て
外
部
の
表
紙
を
取
り
外
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
元
々

大
惣
に
よ
っ
て
改
装
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
る
も
の
あ
る
。
果
た
し
て
ど
ん
な
基
準
に
よ
っ
て
改
装
対
象
の
作
品
を
選
抜
し
た
の
か

は
、
不
明
で
あ
る
。
体
裁
、
刊
行
年
、
内
容
、
作
家
、
版
元
な
ど
の
共
通
点
が
浮
き
彫
り
に
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
表
紙
の
制
作
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
誰
に
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
の
か
を
明
か
す
記
録
は
一
切
残
っ
て
い
な
い
の

で
、
表
具
師
な
ど
の
職
人
が
作
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
大
惣
で
働
く
丁
稚
、
そ
れ
と
も
文
化
・
文
政
期
に
大
惣
の
筆
耕
作
者
と
し
て

働
い
て
い
た
樹
芽
田
楽
（
生
没
年
不
詳
）、
高
力
種
信
（
一
七
六
五
〜
一
八
三
一
）、
天
保
期
に
書
物
修
復
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
小
寺

玉
晁
（
一
八
〇
〇
〜
一
八
七
八
）
の
創
作
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
も
し
も
店
内
で
制
作
し
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
紙
料
は
初
代

大
野
屋
惣
八
の
兄
、
岐
阜
で
美
濃
紙
を
売
買
す
る
吉
兵
衛
さ
ん
か
ら
購
入
し
た
紙
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
店
の
商
品
だ
っ
た
の
か
。
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一
応
、
旧
大
惣
本
の
遊
紙
に
あ
る
惣
八
の
記
事
お
よ
び
表
紙
、
裏
表
紙
の
芯
紙
と
し
て
貼
り
込
ま
れ
た
売
掛
帳
の
反
故
か
ら
集
ま
っ
た

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
惜
し
く
も
表
紙
に
関
し
て
は
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
で
き
な
い
。

　
　
　
　

⑤　

改
装
表
紙
と
合
巻
の
仕
入
れ

　

大
惣
の
創
業
者
、
初
代
大
野
屋
惣
八
（
富
次
郎
）
が
没
し
、
二
代
惣
八
（
清
次
郎
）
が
店
主
に
な
る
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
頃
か

ら
蔵
書
の
仕
入
れ
、
仕
立
て
、
整
理
、
貯
蔵
な
ど
に
関
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
変
化
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
嘗
て
表
紙
に
貼
っ
て
い

た
二
セ
ン
チ
平
方
ほ
ど
の
イ
ロ
ハ
記
事
の
紙
片
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
函
架
番
号
は
イ
ロ
ハ
一
文
字
と
番
号
だ
け
で
組
み
合
わ
せ
て
、

干
支
記
事
を
使
わ
な
く
な
る
。
ま
た
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
合
巻
が
爛
熟
期
に
入
り
、
大
惣
が
仕
入
れ
る
部
数
が
増
え
る
の
み
な
ら
ず
、
山
東

京
山
著
の
『
庚
申
待
女
房
献
立
』（
一
八
一
三
年
刊
）、『
花
競
化
粧
桜
』（
一
八
一
四
年
刊
）
の
よ
う
な
作
品
を
三
部
ず
つ
仕
入
れ
て
、

蔵
書
購
入
に
対
し
て
積
極
的
な
態
度
を
取
る
。

　

合
巻
の
蔵
書
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
で
改
装
表
紙
の
変
化
も
見
え
て
く
る
。
概
し
て
、
大
惣
合
巻
の
改
装
表
紙
の
変
遷
は
三
つ
の
期
間

に
分
け
ら
れ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
か
ら
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
か
け
て
は
、
大
惣
の
改
装
本
は
通
常
、
複
数
の
作
品

を
合
綴
し
た
も
の
と
し
て
外
部
の
表
紙
は
単
色
（
青
か
柿
渋
）
を
さ
っ
と
塗
っ
た
だ
け
の
地
味
な
材
料
と
な
る
（
図
②
参
照
）。
そ
れ

よ
り
次
第
に
デ
ザ
イ
ン
性
の
様
子
が
加
わ
り
、
縞
模
様
、
卍
繋
、
花
柄
、
十
二
生
肖
を
符
牒
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
（
図
③
〜
⑤
参
照
）。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
か
け
て
二
八
年
間
の
間
、
絵
柄
が
異
な
る
二
八
種
類
の
外
部
表
紙
が

年
ご
と
に
変
わ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
最
後
に
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
ま
で
の
二
十
六
年
間
の
間
で

は
八
種
類
の
表
紙
し
か
見
ら
れ
な
く
な
り
、
年
ご
と
に
変
わ
る
傾
向
も
見
ら
れ
な
い
。

　

大
惣
合
巻
の
仕
入
れ
を
推
定
す
る
に
、
第
二
期
の
表
紙
は
毎
年
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
る
た
め
、
最
も
有
力
な
材
料
と
な
る
。
こ
の
段
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階
で
文
化
十
三
年
か
ら
天
保
十
四
年
に
か
け
て
刊
行
し
た
大
惣
合
巻
を
千
一
三
七
部
調
査
し
、
改
装
本
に
絞
れ
ば
六
八
七
部
と
な
る
。

こ
の
サ
ン
プ
ル
を
も
っ
て
刊
行
年
別
で
部
類
す
る
と
、
刊
行
年
と
表
紙
種
類
の
相
応
性
が
著
し
い
。
全
体
的
に
約
七
四
％
の
大
惣
合
巻

の
改
装
本
は
刊
行
年
も
表
紙
種
類
も
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
デ
ー
タ
が
相
応
性
を
示
す
だ
け
で
、
強
ち
仕
入
れ
の
年
度
を
明
か

す
わ
け
で
は
な
い
。

図
②　

 

曲
亭
馬
琴
作
『
親
為
孝
太
郎
次
第
』（
文
化
七
年
刊
）
の
改
装
本
。

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

図
③　

 

柳
亭
種
彦
作
『
高
野
山
万
年
草
紙
』(

文
化
十
四
年
刊
）
の
改
装

本
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
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図
④　

 

市
川
団
十
郎
作
『
伊
達
姿
辰
巳
八
景
』（
文
化
十
一
年
刊
）
の
改

装
本
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

図
⑤　

 

墨
川
亭
雪
麿
作
『
犬
神
太
郎
暴
悪
譚
』(

天
保
十
三
年
刊
）
の
改

装
本
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
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そ
こ
で
二
点
の
改
装
本
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
刊
行
年
・
表
紙
種
類
と
仕
入
れ
年
度
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
二
点

と
も
兎
の
形
象
で
飾
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
兎
の
大
き
さ
が
異
な
り
、
明
ら
か
に
別
種
の
表
紙
と
な
る
。
図
⑥
の
方
は
天
保
二
年
（
一

八
三
一
）
刊
の
恋
川
行
町
著
の
『
一
之
谷
青
葉
後
記
』
と
な
る
が
、
他
に
同
じ
刊
行
年
で
同
じ
表
紙
を
持
つ
改
装
本
は
十
七
部
あ
る
。

ま
た
図
⑦
の
方
に
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
刊
の
式
亭
小
三
馬
著
の
『
娘
暦
振
袖
始
』
と
な
る
が
、
他
に
類
す
る
改
装
本
は
二
十

二
部
あ
る
。
干
支
で
言
え
ば
、
天
保
二
年
と
天
保
十
四
年
は
卯
の
年
に
あ
た
る
。
管
見
で
は
、
両
作
品
の
刊
行
年
（
卯
の
年
）
と
改
装

表
紙
の
模
様
（
兎
）
の
関
わ
り
か
ら
本
書
物
は
刊
行
よ
り
一
年
以
内
に
仕
入
れ
て
、
改
装
を
仕
立
て
ら
れ
た
と
推
定
す
る
。
干
支
を
符

牒
し
な
く
て
も
も
う
二
十
六
種
の
表
紙
を
も
つ
改
装
本
の
刊
行
年
と
表
紙
種
類
の
相
応
性
に
鑑
み
て
は
、
恐
ら
く
仕
入
れ
・
仕
立
て
の

経
緯
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　

結
び

　

以
上
、
大
惣
合
巻
の
改
装
本
の
物
質
的
諸
相
と
仕
入
れ
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
大
野
屋
惣
八
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
か
ら

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
か
け
て
千
三
百
五
十
七
作
の
合
巻
（
種
本
を
含
め
て
六
千
部
近
く
）
仕
入
れ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

合
巻
と
い
う
の
は
長
年
、
欠
か
せ
な
い
文
学
商
品
と
な
り
、
名
古
屋
の
読
者
の
中
で
人
気
を
博
し
た
た
め
、
大
惣
銘
柄
の
薬
品
や
化
粧

品
の
掲
載
媒
体
と
も
な
っ
た
。
か
な
り
の
読
み
疲
れ
が
出
る
ま
で
流
通
さ
れ
た
も
の
の
、
概
し
て
内
部
表
紙
の
保
存
状
態
が
ま
だ
比
較

的
に
良
い
と
い
う
こ
と
は
、
改
装
表
紙
の
効
果
を
反
映
す
る
。

　

表
紙
の
変
遷
は
三
つ
の
期
間
に
分
け
ら
れ
る
。
文
化
五
年
か
ら
文
化
十
二
年
に
か
け
て
、
大
惣
の
改
装
本
は
通
常
、
複
数
の
作
品
を

合
綴
し
た
も
の
と
し
て
外
部
の
表
紙
は
単
色
（
青
）
を
さ
っ
と
塗
っ
た
だ
け
の
地
味
な
材
料
と
な
る
。
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恋
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行
町
作
『
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谷
青
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保
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改
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。
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立
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馬
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娘
暦
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改
装
本
。
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書
館
所
蔵
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そ
れ
よ
り
展
開
し
て
文
化
十
三
年
か
ら
天
保
十
四
年
に
か
け
て
は
、
外
部
表
紙
は
年
ご
と
に
変
わ
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
模
様
が
次

第
に
華
や
か
に
な
り
、
卍
繋
、
花
柄
、
十
二
生
肖
を
符
牒
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
八
年
間
の
間
だ
け
、
表
紙
の
種
類
に
よ
っ

て
蔵
書
の
仕
入
れ
と
改
装
の
年
度
推
定
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
ま
で
の
二
六

年
間
の
間
で
は
八
種
類
の
表
紙
し
か
見
ら
れ
な
く
、
年
ご
と
に
変
わ
る
傾
向
が
見
ら
れ
な
く
て
、
仕
入
れ
に
つ
い
て
の
推
定
が
成
り
立

た
な
い
。

　

今
後
の
研
究
で
は
、
調
査
デ
ー
タ
の
収
集
が
終
わ
り
次
第
に
大
惣
合
巻
の
改
装
本
を
近
世
後
期
・
幕
末
の
行
政
変
化
に
基
づ
い
て
受

け
た
影
響
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
天
保
改
革
直
後
の
自
粛
期
を
経
て
合
巻
の
変
遷
、
長
編
化
が
大
惣
の
改
装
慣
行
に

ど
の
よ
う
に
影
響
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
今
後
は
そ
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
大
惣
の
み
な
ら

ず
、
名
古
屋
と
い
う
文
学
市
場
を
よ
り
広
い
視
野
に
入
れ
て
、
江
戸
に
お
け
る
文
学
が
名
古
屋
に
来
る
ま
で
の
流
通
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど

が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

① 

大
惣
に
よ
る
部
数
の
計
算
方
式
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
蔵
書
目
録
で
「
一
冊
も
の
」
と
示
す
作
品
は
通
常
、
一
部
と
し
て
数
え
ら
れ
る
が
、
二
編
揃
い
の
も
の
は
二

部
と
し
て
、
三
編
揃
い
の
も
の
は
三
部
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
草
双
紙
続
物
」
な
ど
に
部
類
す
る
長
編
化
し
た
合
巻
の
場
合
は
、
十
数
部
と
し
て
数
え
る
こ
と
も
あ
る
。
極
端
な

具
体
例
を
あ
げ
る
と
、『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
だ
け
で
一
○
九
部
に
な
っ
て
い
た
。何
故
な
ら
三
十
八
編
ま
で
に
及
ぶ
こ
の
作
品
を
五
部
所
蔵
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。本
論
文
で
は
、

大
惣
蔵
書
目
録
で
の
方
式
に
従
っ
て
部
数
を
示
す
。

＊
討
論
要
旨

　

勝
又
基
氏
は
、改
装
し
た
合
巻
の
点
数
が
天
保
の
改
革
を
境
に
減
少
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、こ
れ
は
未
だ
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

弘
化
元
年
頃
、天
保
の
改
革
の
影
響
を
受
け
て
一
時
的
に
合
巻
の
生
産
が
落
ち
込
み
、数
年
後
に
回
復
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、そ
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、と
回
答
し
た
。

勝
又
氏
は
、
実
際
に
は
改
革
の
後
、
数
年
経
っ
て
も
点
数
が
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
主
力
商
品
で
あ
っ
た
合
巻
の
点
数
に
改
革
が
致
命
的
な
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、

（76）－ 55 －



そ
れ
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
と
述
べ
て
、
調
査
デ
ー
タ
の
意
義
を
示
唆
し
た
。

　

木
越
俊
介
氏
は
、
毎
年
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
る
文
化
十
三
年
か
ら
天
保
十
四
年
ま
で
の
間
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
重
複
な
ど
が
あ
れ
ば
、
表
紙
に
加
工
さ
れ
る
前
の
紙
の
状
態
や

表
紙
の
制
作
過
程
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
。
発
表
者
は
、
改
装
表
紙
の
制
作
に
つ
い
て
現
在
ま
で
に
分
か
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
仕
入
れ
て
か

ら
し
ば
ら
く
は
加
工
し
て
い
な
い
状
態
で
流
通
し
た
が
、
一
年
以
内
に
は
ま
と
め
て
改
装
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
、
と
説
明
し
た
。
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